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常
務
執
行
役
員

　

支
店
長　

鈴 

木　

康 

夫

新
年
ご
あ
い
さ
つ 

新年ごあいさつ 

冬
季
特
別
合
宿

受
験
本
番
へ
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

���������

加須市の未来を
考える

～加須市青少年未来議会～

センター試験に向けてセンター試験に向けて
～３年センター合宿～～３年センター合宿～

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に

向
け
て
の
セ
ン
タ
ー
合
宿
が
、

１２
月
１２
日
か
ら
１６
日
ま
で
の
５

日
間
、
１
７
８
名
の
生
徒
が
参

加
し
、
富
士
山
の
頂
を
目
前
に

臨
む
山
梨
県
河
口
湖
の
レ
イ
ク

ホ
テ
ル
西
湖
に
て
実
施
さ
れ
た
。

日
中
は
実
際
の
試
験
形
式
を

想
定
し
、
模
擬
試
験
を
行
っ
た
。

回
収
さ
れ
た
マ
ー
ク
シ
ー
ト
は

す
ぐ
に
担
当
教
員
に
よ
っ
て
専

用
の
機
械
で
採
点
さ
れ
、
成
績

上
位
者
は
掲
示
に
よ
っ
て
発
表

さ
れ
た
。
ま
た
、
空
き
時
間
に

は
、
担
任
に
よ
る
個
別
面
談
が

行
わ
れ
、
最
終
的
な
受
験
計
画

が
話
し
合
わ
れ
た
。

夕
食
後
に
は
模
擬
試
験
や
個

別
面
談
に
加
え
、
国
公
立
大
学

２
次
試
験
対
策
の
授
業
も
実
施

さ
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
試
験
本
番
に
向
け

て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
か
け
る

と
と
も
に
、
各
自
が
持
参
し
た

教
材
や
学
校
が
用
意
し
た
赤
本

等
を
活
用
し
、
自
主
的
に
学
習

し
た
り
質
問
し
た
り
し
て
、
多

く
の
生
徒
が
夜
遅
く
ま
で
真
剣

に
受
験
勉
強
に
取
り
組
む
姿
が

見
受
け
ら
れ
た
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
保
護
者
会
活
動

に
格
別
な
る
ご
理
解
と
多
大

な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
に
、
保
護
者
会
役
員
を

代
表
い
た
し
ま
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
硬
式
野
球
部
が
３

季
連
続
の
甲
子
園
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
橋

昂
也
君
が
広
島
東
洋
カ
ー
プ
、

岡
﨑
大
輔
君
が
オ
リ
ッ
ク
ス
か

ら
指
名
さ
れ
入
団
い
た
し
ま
し

た
。
他
に
も
多
く
の
運
動
部
が

全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
部
に

お
い
て
も
多
方
面
で
活
躍
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

４
年
目
を
迎
え
る
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
３
年
連
続

指
定
を
受
け
た
ス
ー
パ
ー
食
育

ス
ク
ー
ル
そ
れ
ら
を
通
じ
て
生

徒
達
が
、
自
ら
考
え
解
決
し
、

未
来
を
担
う
活
力
あ
る
人
材
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
建
学

の
精
神
�
人
間
是
宝
�
校
訓

�
今
日
学
べ
�
の
も
と
努
力

を
怠
る
こ
と
な
く
、
そ
の
道

の
第
一
人
者
と
な
る
べ
く
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

保
護
者
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
微
力
な
が
ら
精
一
杯
協
力

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

結
び
に
、
理
事
長
先
生
、

校
長
先
生
を
は
じ
め
諸
先
生

方
に
は
い
つ
も
温
か
い
ご
指

導
を
頂
き
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

今
後
も
先
生
方
、
保
護
者

の
皆
様
の
保
護
者
会
へ
の
更

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
私
の
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

１
年
生
５
８
２
名

と
、
保
護
者
会
進
路

対
策
部
の
保
護
者
１０

名
が
１２
月
１３
日
に
大

学
訪
問
を
行
っ
た
。

１１
大
学
１２
学
部
の
中

か
ら
生
徒
自
身
が
興

味
・
関
心
に
合
わ
せ

て
大
学
を
選
択
し
訪

問
し
た
。

訪
問
し
た
大
学
は
、

東
京
大
学
、
早
稲
田

大
学
、
東
京
理
科
大

学
、
青
山
学
院
大
学
、
法
政
大

学
、
学
習
院
大
学
、
成
城
大
学
、

東
洋
大
学
、
文
教
大
学
、
東
京

電
機
大
学
、
平
成
国
際
大
学
で

あ
る
。

特
に
東
京
大
学
で
は
学
生
に

よ
る
研
究
室
見
学
の
後
に
現
役

の
東
大
生
か
ら
受
験
体
験
談
や

入
試
得
点
を
教
え
て
頂
い
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
勉
強

の
仕
方
や
ス
ラ
ン
プ
の
脱
出
方

法
な
ど
、
生
徒
の
今
後
の
学
習

に
大
変
参
考
と
な
る
話
が
あ
っ

た
。
参
加
し
た
生
徒
や
保
護
者

は
東
大
生
の
話
を
一
言
も
聞
き

漏
ら
す
ま
い
と
必
死
に
メ
モ
を

取
る
姿
が
見
ら
れ
、
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
た
。

ど
の
大
学
も
趣
向
を
凝
ら
し

た
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
行
っ

て
お
り
、
生
徒
は
活
発
に
質
問

す
る
な
ど
意
欲
的
に
参
加
し
て

い
た
。

今
回
の
大
学
訪
問
は
３
年
生

が
セ
ン
タ
ー
試
験
を
控
え
る
こ

の
時
期
に
、
２
年
後
の
自
分
の

将
来
を
真
剣
に
考
え
る
良
い
機

会
に
な
っ
た
。

加
須
市
役
所
の
市
議
会
場
で

�
第
１
回
加
須
市
青
少
年
未
来

議
会
�
が
１１
月
１３
日
開
催
さ
れ

た
。
未
来
議
会
に
は
、
加
須
市

内
に
あ
る
８
校
の
中
学
校
か
ら

１６
名
、
そ
し
て
高
校
か
ら
は
本

校
生
徒
２
名
を
含
む
４
名
の
合

わ
せ
て
２０
名
の
生
徒
が
参
加
し

た
。
本
校
か
ら
は
普
通
科
２
年

の
高
関
祐
太
君
と
山
田
俊
大
君

が
登
壇
し
、
高
関
君
は
�
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
た
若
者
が
集
う
地

域
つ
く
り
�
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

ま
た
山
田
君
は
�
高
齢
者
の
安

心
安
全
を
サ
ポ
ー
ト
�
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
加
須
市
の
大
橋
市

長
に
高
校
生
が
思
い
描
く
住
み

よ
い
加
須
市
の
未
来
像
に
つ
い

て
発
表
し
た
。
中
学
生
や
他
校

生
と
の
交
流
も
で
き
、
大
変
有

意
義
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

２
年
生
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
修
学
旅
行
が
７
日
間
の
日
程

で
、
１２
月
９
日
か
ら
二
班
編
成

で
行
わ
れ
た
。

本
校
で
は
、
広
い
視
野
を
持

ち
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
資

質
を
育
む
た
め
、
海
外
へ
の
修

学
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
。
昨

年
度
か
ら
は
、
現
地
で
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
も
取
り
入
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
到

着
後
、
生
徒
は
数
名
の
グ

ル
ー
プ
で
ハ
ミ
ル
ト
ン
周

辺
の
家
庭
に
滞
在
し
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
共
に

現
地
の
生
活
を
体
験
し
た
。

４
日
目
以
降
は
ワ
イ
ト
モ

鍾
乳
洞
の
土
ボ
タ
ル
を
見

学
し
た
り
、
オ
ー
ク
ラ
ン

ド
の
市
街
地
を
自
由
散
策

す
る
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
自
然
や
文
化
、
風
習
に
親

し
ん
だ
。普

２
―
７

山
川
詩
織

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ

て
み
て
感
じ
た
の
は
、
様
々
な

人
々
が
お
互
い
の
文
化
や
個
性

を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
上
手
く

協
調
し
、
生
活
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
で
は
日
本
人
で
あ
る
私
達
に

も
優
し
く
接
し
て
下
さ
り
、
店

員
さ
ん
や
街
の
人
々
も
気
軽
に

話
し
か
け
て
下
さ
る
な

ど
、
国
籍
や
文
化
、
言

葉
が
違
っ
て
も
優
し
く

受
け
入
れ
、
理
解
し
よ

う
と
す
る
温
か
い
心
に

感
動
し
ま
し
た
。
日
本

で
も
良
い
意
味
で
の

�
違
い
�
を
受
け
入
れ
、

尊
重
し
て
い
き
た
い
で

す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
保
護
者
会
活

動
並
び
に
学
校
行
事
に
多
大

な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

昨
年
、
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
五
輪
４
連
覇
を
果
た
し
た
伊

調
馨
選
手
は
、常
日
頃
か
ら�
勝

敗
よ
り
試
合
内
容
�
を
求
め
て

き
た
そ
う
で
す
。
レ
ス
リ
ン
グ

を
極
め
る
上
で
、�
求
道
�、�
感

謝
�、�
吉
田
沙
保
里
�
を
３
つ

の
柱
と
し
、
�
五
輪
４
連
覇
は

通
過
点
、
こ
れ
か
ら
も
レ
ス
リ

ン
グ
と
向
き
合
っ
て
い
く
�
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

栄
北
高
校
で
も
、
昨
年
４
月

か
ら
�
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
�、�
キ
ャ
リ
ア
教
育
�、�
基

礎
学
力
の
向
上
�
を
進
路
指
導

の
３
つ
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

主
体
性
や
思
考
力
、
表
現
力

を
養
い
一
人
ひ
と
り
の
内
在

す
る
可
能
性
を
開
花
さ
せ
世

の
中
の
役
に
立
つ
人
を
育
て

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
皆
さ
ん
の
高
校
生
活
も

夢
へ
の
通
過
点
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
�
今
日
学
べ
�
を

実
践
し
、
今
は
一
蕾
で
も
や

が
て
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

理
事
長
先
生
、
校
長
先
生

を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方

の
ご
活
躍
と
、
保
護
者
の
皆

様
の
ご
健
勝
、
子
供
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

本
校
で
第
２
回
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
が

１２
月
３
日
実
施
さ
れ
た
。

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
と
はGlobal

TestofEnglish
Communi-

cation

の
略
称
。ベ
ネ
ッ
セ
が

進
め
る
�
読
む
��
聞
く
��
書

く
��
話
す
�
の
４
技
能
を
測

る
ス
コ
ア
型
英
語
テ
ス
ト
だ
。

現
在
全
国
１
１
０
０
を
超
え

る
高
校
で
採
用
さ
れ
て
お
り
、

受
験
者
数
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。
約
２
７
０
校
の

大
学
・
短
大
入
試
で
ス
コ
ア
活

用
。
年
々
そ
の
存
在
感
を
増
し

て
き
て
い
る
。

本
校
で
は�
話
す
�以
外
の
３

技
能
を
測
る
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｃfor

S
tu
d
en
ts

を
１
・
２
年
生

対
象
に
実
施
。
２
年
特
選
・
特

類
は
ア
ド
バ
ン
ス
ト
タ
イ
プ
、

２
年
Ⅱ
類
・
Ⅰ
類
な
ら
び
に
１

年
全
類
型
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
タ
イ

プ
で
受
検
し
て
い
る
。

以
下
は
生
徒
（
ど
ち
ら
も
英

検
準
２
級
合
格
）
の
感
想
。

�
リ
ス
ニ
ン
グ
が
難
し
か
っ
た

で
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
は
単
語
力
や
文
法
力
の
不

足
を
痛
感
し
ま
し
た
�

（
１
―
１０

茂
木
大
聖
）

�
時
間
配
分
が
難
し
く
、
普
段

か
ら
時
間
を
決
め
て
解
く
こ
と

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
長

文
の
要
約
の
力
の
必
要
性
を
実

感
し
ま
し
た
�

（
１
―
１０

山
口
澪
音
）

３
年
生
特
類
選
抜
・
特
類
を

対
象
に
、
セ
ン
タ
ー
試
験
直
前

合
宿
（
参
加
生
徒
１
２
３
名
・

引
率
教
員
６
名
）
が
、
１２
月
１３

日
か
ら
１６
日
ま
で
の
４
日
間
、

嵐
山
町
の
国
立
女
性
教
育
会
館

で
行
わ
れ
た
。

こ
の
合
宿
は
セ
ン
タ
ー
試
験

を
目
前
に
、
学
力
の
向
上
は
も

ち
ろ
ん
、
大
学
受
験
に
対
す
る

心
構
え
を
養
い
、
受
験
を
乗
り

切
る
た
め
の
精
神
面
の
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
標
と
し
実
施
さ

れ
た
。

初
日
は
、
宿
舎
近
く
の
鬼
鎮

神
社
に
立
ち
寄
り
、
学
業
成
就
、

第
一
志
望
合
格
を
祈
願
し
て
絵

馬
を
奉
納
し
た
。
神
社
か
ら
は
、

受
験
に
打
ち
勝
つ
御
守
り
と
し

て
、
筆
箱
に
入
る
サ
イ
ズ
の
金

棒
（
鬼
に
金
棒
）
が
一
人
ひ
と

り
に
手
渡
さ
れ
た
。

宿
舎
に
着
く
と
、
初
日
か
ら

最
終
日
ま
で
、
セ
ン
タ
ー
試
験

予
想
問
題
に
本
番
さ
な
が
ら
の

緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
、

実
践
力
を
磨
い
た
。
ま
た
各
々

が
必
要
な
教
科
の
演
習
を
重
ね
、

寸
暇
を
惜
し
ん
で
夜
遅
く
ま
で

自
主
学
習
に
努
め
て
い
た
。
教

員
も
生
徒
の
質
問
に
熱
心
に
対

応
し
、
時
間
の
限
り
指
導
に
あ

た
っ
た
。
ま
た
、
日
中
必
死
に

学
習
に
励
ん
で
い
た
生
徒
た
ち

も
、
休
憩
時
間
や
食
事
の
時
間

に
な
る
と
、
高
校
生
ら
し
い
笑

顔
を
見
せ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
て
い
た
。

入
学
時
か
ら
喜
び
や
苦
し
み

を
共
有
し
て
き
た
仲
間
た
ち
と

共
に
４
日
間
の
集
中
的
な
学
習

に
励
ん
だ
こ
と
で
精
神
的
に
も

強
く
な
り
、
ま
た
以
前
に
も
増

し
て
受
験

に
挑
む
チ

ー
ム
と
し

て
の
一
体

感
を
持
っ

て
い
た
。

生
徒
会
、
吹
奏
楽
部
、

家
庭
科
部
、
コ
ー
ラ
ス

部
２２
名
に
よ
る
伊
奈
町

社
会
福
祉
法
人
�
大
樹

会
�
へ
の
訪
問
が
１２
月

１９
日
に
行
わ
れ
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
が
開
か
れ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、

３０
名
の
お
年
寄
り
を
前

に
、
コ
ー
ラ
ス
部
と
吹

奏
楽
部
の
演
奏
で
始
ま

っ
た
。
吹
奏
楽
部
の
フ

ル
ー
ト
独
奏
は
会
場
を
大
い
に

盛
り
上
げ
、
拍
手
喝
采
で
あ
っ

た
。
コ
ー
ラ
ス
部
の
�
ふ
る
さ

と
�
の
合
唱
で
は
歌
詞
カ
ー
ド

を
配
り
、
お
年
寄
り
の
方
々
と

一
緒
に
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
家

庭
家
部
は
手
作
り
の
ク
ッ
キ
ー

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
お
年
寄
り

と
の
談
笑
も
盛
り
上
が
っ
て
い

た
。
生
徒
会
の
司
会
に
よ
る
ビ

ン
ゴ
で
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

に
扮
し
た
生
徒
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
渡
し
て
盛
り
上
げ
た
。
今
回

は
最
後
に
全
体
で
の
写
真
撮
影

が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
が
笑

顔
で
思
い
出
を
残
し
た
。
昨
年

会
話
し
た
生
徒
の
名
前
を
覚
え

て
い
る
お
年
寄
り
も
お
り
、
毎

年
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
言
っ

て
い
た
。

水
廻
り
の
緊
急
修
繕

二
四
時
間
対
応

㈱
深
井
設
備
工
事

�
０
４
８
（
６
６
４
）
７
５
９
８

２
年
後
の

進
路
に
向
け
て

２
年
後
の

進
路
に
向
け
て

〜
１
年
生
大
学
訪
問
〜

ニュージーランド
修学旅行

ホストファミリーと記念撮影

第
２
回
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ実施

オークランドにて

新
た
な
年
を
迎
え
て

今年も賑やかに～生徒会ボランティア訪問～

�
３
つ
の
柱
�

保
護
者
会
会
長

中

野

実
千
代

保
護
者
会
会
長

諸

田

公

美


